
 

令和８年度 前期 

転入・転籍・編入学・再入学 生徒募集要項 

 

沖縄県立那覇工業高等学校（定時制課程） 

 

１．出願期間及び受付場所 

 （１）出願期間  令和８年１月 ８日（木）１４時００分～１７時００分 

          ※北部・離島のみ郵送可（1月 8日必着） 

 （２）受付場所  本校 １Ｆ 小会議室 

 

 

２．出願資格 

（１）転入 ：高等学校に在籍している者 

（２）転籍  ：本校全日制課程に在籍している者 

（３）編入学：高等学校に在籍し、退学した者（退学の時期は問わない） 

ただし、保護者または保証人を得られるもの 

（４）再入学：本校定時制課程を退学した者（退学した時期は問わない） 

ただし、保護者または保証人を得られるもの 

 

  ※ 体験入学に必ず全日程参加できる者とする。（遅刻や欠課、欠席をしない者） 

 

 

３．募集学科・定員 

   機械科・・・・ 若干名 

     電気科・・・・ 若干名 

   

※ 入学許可発表後、修得単位数等に応じ相当学年に配置する。 

 

 

４．出願書類 

（１） 入学志願書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本校指定様式 

（２） 転学照会〔転入・転籍のみ〕 

（３） 在学証明書〔転入・転籍のみ〕 

（４） 副申書〔転入・転籍のみ〕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本校指定様式 

（５） 単位修得・履修証明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本校指定様式 

（６） 志願理由書（８００～１０００字）・・・・・・・・・・・・・・・・・本校指定様式 

（７） 健康診断書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本校指定様式 

※令和７年４月以降に検診を受診した者は、健康診断書の写しでも可。但し本校指定の

受診項目を全て受診していること。更に受診項目のうち胸部 X線・心電図に関しては、

過年度に受診していれば学校保健安全法により、その限りではない。 

 （８）教育課程表（当該生徒の入学年度の教育課程表） 

 （９）その他 

    文部科学省発行高等学校卒業程度認定試験科目合格証明書（旧大学入試資格検定）の写 

    し。（取得者で増単位を希望する者。但し、前籍校で単位認定された場合は不要） 

 

 

５．選考方法 

志願理由書の内容、体験入学の状況(勤怠・学習態度)、面接等、総合的に判断する。 

 

 



 

６．体験入学および面接 

（１）体験入学期間（５日間） 

令和８年１月１９日(月) ～２３日(金) １８時０５分～２１時３０分 

    ※「体験入学オリエンテーション」 

初日１月１９日（月）１７時３０分～「大会議室」にて実施します。 

高校生又は２０歳未満の方は必ず保護者も同席してください。 

    ※ 原則として在籍している高校の制服を着用する。（実習、体育はふさわしい服装） 

        ※ 各自食事は済ませておくこと。 

    ※ 車両での登校は認めない。 

 

 （２）面接日時 

令和８年１月２３日(金) ２０時４５分～ 

                （５校時予定） 

    ※ 面接は保護者同席で行う。 

保護者は２０時３０分までに「大会議室」にお集まりください。 

 

 

７．入学許可発表 

    日時：令和８年２月６日(金) １５時 ～ １７時 

場所：定時制普通科職員室前にて掲示 

※ 転入学志願者は在籍学校長宛て、転籍志願者は全日制校長宛てに文書郵送において

も通知する。 

※ 電話での合否に関する問い合わせには対応いたしません。 

 

 

８．入学手続き書類配布 

合格者は入学許可発表日の１７時までに入学手続き書類を定時制普通科職員室にて受け 

取ること。（保護者でも可） 

 

 

９．合格者オリエンテーション  

    令和８年２月１２日（木）１５時 ～ 「大会議室」 

※ 必ず本人・保護者同伴で参加すること 

 

１０．科目登録 

    令和８年３月１１日（水）１５時 ～ 「大会議室」 

※ 必ず本人・保護者同伴で印鑑持参の上参加すること 

 

１１．その他 

 （１）申し込みを含め、全ての期限・時間は厳守すること。 

 （２）入学許可された者は、定められた期限内に所定の入学手続きを完了すること。 

   ※ 学校校納金〔〆切：２月２６日（水）１７:００〕は全額納入すること。 

 

 

 

お問い合わせ 

〒９０１-２１２２ 

沖縄県浦添市勢理客４丁目２２番１号 

沖縄県立那覇工業高等学校 定時制課程 

TEL：０９８-８７７-６１４４ 

担当：髙良 賢二 


